
福島県公立小中学校事務研究会
夏期研修会 全体研修
プランニング委員会

「第五次長期研修計画
（研修カリキュラム）」

の活用について
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そもそも･･･

長期研修計画って知っていますか？
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本日のめあて

長期研修計画を少しでも
理解して帰る！

https://4.bp.blogspot.com/-Xf5BZk2Klxo/WK7ebflE8wI/AAAAAAABB8U/AdPP5coqVKIM9ojy3hGRp4Qp4Vn9tQuFwCLcB/s800/banzai_business.png
https://4.bp.blogspot.com/-Xf5BZk2Klxo/WK7ebflE8wI/AAAAAAABB8U/AdPP5coqVKIM9ojy3hGRp4Qp4Vn9tQuFwCLcB/s800/banzai_business.png
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長期研修計画とは･･･

福島県事務研の研修・研究の指針

※指針･･･物事をどのように進めたらよいか
方向を示すもの
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第五次長期研修計画

平成２６年度より
プランニンググループ

（現・プランニング委員会）

で取り組んできました
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平成２７年２月

会員意識調査を実施し、その分析から
第四次長期研修計画による研究の成果
と課題を検証
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平成２７年８月

研究大会にて「第五次長期研修計画の
策定に向けて」を発表
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平成２８年８月

全国公立小中学校事務研究大会山形大
会にて県事務研の活動報告と他県の情
報収集
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平成２８年８月

夏期研修会にて意識調査の分析結果の
報告と研究協議
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平成２９年度

福島県教育委員会へ研修プログラムを
提示
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教育界の変遷・動向・流れ

平成２７年１２月の中教審答申や平成
２９年４月の学校教育法改正に関する
情報収集や分析
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ここで少し･･･

今までの長期研修計画について
振り返ろう！
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昭和５２年 県事務研発足

昭和５４年 第一次長期研修計画策定

基本的方針
｢学校事務の標準化と職務内容の明確化｣
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昭和５６年 第二次長期研修計画策定

研究テーマ
「推進しよう、学校事務の現代化を」

望ましい学校事務職員の未来像を求めて･･･
やりがいの持てる制度の確立を願って･･･

約１２年間の研究
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平成５年 第三次長期研修計画策定

研究テーマ
｢望ましい学校事務の未来像を求めて｣
前期サブテーマ
｢学校事務の変革をめざす視点の確立｣
後期サブテーマ
｢学校事務の改善をめざした

共同実践の展開｣

学校経営に参画しよ
うという経営視点へ
の転換を求める
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第一次～第三次長期研修計画

目標

実務改善と学校事務職員制度確立
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平成１８年 第四次長期研修計画策定



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

18

・多忙化解消のための行事の精選や
旅費の減額に伴う出張等の見直し
により、研究大会が隔年開催に･･･

・東日本大震災の影響もあり･･･

当初の６年の予定から１２年
という長期に
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第四次長期研修計画

学校事務像
「子どもの学びを支援する

学校経営事務の実現」
研究テーマ
「子どもの学びを支援する

学校経営事務をめざして」
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第四次長期研修計画

前期サブテーマ
｢教育活動を支援する共同実践の展開｣

後期サブテーマ
｢カリキュラム経営に参画する学校事務｣
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今は当たり前のように使っていますが･･･

・「子どもの学びを支援する」
・「学校経営に参画する」

耳慣れないフレーズに、
当時は戸惑いも多くありました
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効率的な事務処理や制度の確立などの
内部の課題解決のための研修・研究

児童生徒の学びの環境を保証するため
の研修・研究へと視点が変わる
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専門性・特殊性をふまえた研修・研究

学校経営事務で発揮

教育目標具現化への貢献

教育効果の
増大へ！
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後期サブテーマ実践期間に入ると･･･

｢子どもの学びを支援する学校経営事務｣
というフレーズも浸透

様々な「気づき」から、「子どもの学び
を支援する」ことを理解できた実践研究
が全県へ広まる
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○成果

「誰のために、何のために
学校経営に参画していくのか。」

学校事務職員として子どもの学びを
支援するという意識が会員に浸透した
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○課題

学校教育は諸政策や地域社会の変化と
ともに柔軟な対応が求められる

学校事務職員も、地域で、学校で果た
すべき役割も同様な対応が求められる
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○今後

より具体的に、取り巻く状況と学校教
育の中で求められているニーズを把握
し、それらの具体的な方法を見出す
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フロアのみなさん
いかがでしたか？
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第五次長期研修計画基本構想
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『学校事務像』
子どもの学びを支援する学校経営事務の実践

第五次長期研修計画基本構想
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第五次長期研修計画基本構想

『学校事務像』
子どもの学びを支援する学校経営事務の実践

31

“学校経営事務” とは
『学校は、人・もの・金・情報を駆使し、児童生徒の
学びを支援する活動を営む場である。この活動は組織
として円滑に動いてこそ効率的・効果的に行えるもの
である。そのためには学校の組織体としての機能を高
める運営・経営の能力が重要である。学校運営に関す
る一切の事務が「学校事務」であり、この中で学校の
意思決定にかかわっていくことが、学校事務職員の
「学校経営の参画」であり、「学校経営事務」であ
る。』
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第五次長期研修計画基本構想

『学校事務像』
子どもの学びを支援する学校経営事務の実践

【子どもの学びを支援する学校経営事務とは】
・学校教育の質を保証し

学習指導方法などを支援することうち
・学校現場を“じくあし”とした連携をすることよこ
・学校運営状況を周知し学校事務の説明責任から
結果へ導くこと そと

32
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第五次長期研修計画基本構想

『学校事務像』
子どもの学びを支援する学校経営事務の実践

【子どもの学びを支援する学校経営事務とは】
・学校教育の質を保証し

学習指導方法などを支援することうち
・学校現場を“じくあし”とした連携をすることよこ
・学校運営状況を周知し学校事務の説明責任から
結果へ導くこと そと

“じくあし”とは
『学校事務（じむ）の夢をかたちにするために、一層、創造し
合い（クリエイト）、支援し合い（アシスト）、分け合って
（シェア）、目標を達成していくこと。「Jimu Creates 
with Assistance and Sharing」このポイントとなる語句の
一文字ずつをあしらったキーワード』

（田村地区公立小中学校事務研究会より）
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第五次長期研修計画基本構想

『学校事務像』
子どもの学びを支援する学校経営事務の実践

【子どもの学びを支援する学校経営事務とは】
・学校教育の質を保証し

学習指導方法などを支援することうち
・学校現場を“じくあし”とした連携をすることよこ
・学校運営状況を周知し学校事務の説明責任から
結果へ導くこと そと【学校経営事務の実践とは】

子どもの学びを支援する視点で
学校の意思決定に関わっていく取組の積み重ね

スモールステップで
目指す姿へ
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平成27年12月 中教審答申
「チームとしての学校の在り方と

今後の改善方策について」

→組織として教育活動に取り組む体制の
創造と指導体制の整備の必要性が明言
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平成29年４月１日 学校教育法の一部改正

→｢事務に従事する｣から｢事務をつかさどる｣へ

専門性を生かし、より広い視点に立って、
校長を経営面からサポートする役割を持つ
ことが明確になり、主体的・積極的に学校
運営に関わることへの期待が示される。
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期待が大きくなる一方･･･

・これからの大量退職時代によって年代構成が
大きく変わり、人材の確保や育成が課題に

2014年4月
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２０２４年４月（イメージ）



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

期待が大きくなる一方･･･

・少子化による学校の統廃合が進む中で、学校
事務職員の定数が減少することも考えられる

→学校事務職員同士のつながりが
ますます重要に！
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・学校事務職員が、学校の教育目標具現化に

積極的に関わる研修・研究

・学校の組織体としての機能を高める運営、

経営する力を習得するための研修・研究

・学校間連携や学校事務職員間の

“つながり”を 構築するための研修・研究

40

～｢子どもの学びを支援する学校事務の実践｣
への研修・研究計画～
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・個人の実践を「さらなる」実践へつなげよう

・個人の実践を他校の実践へつなげよう

・学校間連携により学校経営事務の知識、

手法をつなげよう

・多種職と連携して教育活動を支援しよう

・家庭、地域とのコーディネーター的役割を

担おう

41

【「つなぐ学校経営事務」の具体的行動】
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【福島県事務研で行う研修】

＜ 研修区分 ＞
・経験年数や職務段階に応じた基本研修
・グループリーダーとして必要な能力向上のための
リーダー研修

・専門職として知識・技能習得のための専門研修
・学校経営事務の展開に必要な能力の習得と

発揮するための発展研修
・自らの可能性を伸ばすための自己研修

学校事務における基幹的役割を
果たす学校事務職員の持つべき
知識・能力を習得する
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【福島県事務研で行う研修】
学校事務研修会

・教育界の情報を主体とし、見識を深め、

学校経営事務に生かすことを目的とする

・県教委から直接、最新・現状の教育施策等について

講話をいただける貴重な研修

夏 期 研 修 会

・法制・理論・技法等、実務を主体とした研修
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【福島県事務研で行う研究】
研 究 大 会
・学校事務職員としての資質や力量を高め研究発表の
機会を推進

＜テーマ＞［2018（H30）～2024年度（７年間）］
「“つなぐ学校経営事務”から子どもの学びを支援しよう」

＜サブテーマ＞
「～学校事務連携の展開とアクションプランによる実践～」

７年間の理由
研究大会の隔年開催と、東北
大会が開催されることにより、
全ての支部が研究発表をする
のに７年間かかるため

東北大会を兼ねる2022年度
から秋期開催となる
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スケジュール

45

年度 ‘18 2019 ‘20 ‘21 2022 ‘23 2024 ‘25 2026

研修計画 「第五次長期研修計画」

（次期研修計画）テーマ “つなぐ学校経営事務”から子どもの学びを支援しよう

サブテーマ ～学校事務連携の展開とアクションプランによる実践～

第１分科会

夏
期
研
修
会

伊 達

夏
期
研
修
会

東北分科会

夏
期
研
修
会

東西しらかわ 石 川

第２分科会 北会津 耶 麻 両 沼 安 達

第３分科会 田 村 いわき 岩 瀬 相 馬

第４分科会 双 葉 福 島 南会津 郡 山

第５分科会 東北分科会

全
体
会

講演
（委員会）
研修企画 東北分科会

福島大会
実行委員会

（委員会）
研修企画

（委員会）
研修企画

全体
研修

（委員会）
プランニング
／研究推進

（委員会）
プランニング
／研究推進

（委員会）
プランニング

／研究推進

（東北大会） 宮城 秋田 福島 岩手 青森

担当ブロック 県北 県中・県南 浜通り 会津
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アクションプランとは･･･

県事務研の目指す学校事務職員像

｢子どもの学びを支援する学校経営事務の実践｣

に近づくための実行策
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アクションプランの４つの指針

Ⅰ 学校事務の協働・連携・組織化の推進
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アクションプランの４つの指針

Ⅱ 専門的知識を活かし、学校の教育力
・組織力の向上
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アクションプランの４つの指針

Ⅲ 教育関係機関との連携、地域社会との
コーディネーター的役割の発揮
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アクションプランの４つの指針

Ⅳ キャリア形成に向けた研修体系整備と
職務の再編・充実
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県事務研が示す３つの目指す姿

｢教育を推進する学校事務職員｣
｢教育関係機関との連携を図る学校事務職員｣
｢地域社会に貢献する学校事務職員｣

実現に向け･･･
｢アクションプラン会員実行シート｣や
｢アクションプランアシストシート｣を活用し、
さまざまな角度から｢つなぐ学校経営事務｣の
研究活動を推進していきます
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【 研究課題［重点課題］】

実務課題 職務確立課題 啓発課題

○ｶﾘｷｭﾗﾑ経営・学校経営
事務への参画
◎説明責任の理解
◎学校評価・人事評価へ
の関わり
○教育条件整備
○事務改善課題研究
◎「学校事務の共同・連
携実施」の実践研究

○学校事務標準の領域
と機能の研究
○職指定及び委任と権
限
○事務経営、企画運営、
学校経営への関わり
○職場内、教育関係機
関・団体との連携
○政策評価

○自己研修
○問題解決技
法
◎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

実務課題
学校事務に関する実務上の処理
能力の向上と事務改善を図るこ
とが目的

◎：新規 ○：継続
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意識調査の結果から･･･

学校職員に求められる必要な職務能力

「説明責任能力」
H21とH26では変化が見られなかった

→必要な職務能力としての評価が低い
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意識調査の結果から･･･②

54

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

組織マネジメント能力 236 13.29% 202 14.06% 33 11.00% 1 2.78%

説明責任能力 155 8.73% 124 8.63% 30 10.00% 1 2.78%

財務管理能力 541 30.46% 441 30.69% 91 30.33% 8 22.22%

危機管理能力 133 7.49% 109 7.59% 22 7.33% 2 5.56%

情報収集管理能力 329 18.52% 267 18.58% 54 18.00% 7 19.44%

企画・実行力 311 17.51% 253 17.61% 54 18.00% 3 8.33%

その他 12 0.68% 9 0.63% 2 0.67% 1 2.78%

無回答 59 3.32% 32 2.23% 14 4.67% 13 36.11%

合計 1,776 100.00% 1,437 100.00% 300 100.00% 36 100.00%

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

組織マネジメント能力 172 25.90% 137 28.40% 32 19.00% 3 25.00%

説明責任能力 38 5.70% 25 5.20% 12 7.10% 1 8.30%

財務管理能力 338 51.00% 243 50.30% 91 54.20% 4 33.30%

危機管理能力 5 0.80% 4 0.80% 1 0.60% 0 0.00%

情報管理能力 65 9.80% 45 9.30% 20 11.90% 0 0.00%

その他 28 4.20% 21 4.30% 7 4.20% 0 0.00%

無回答 17 2.60% 8 1.70% 5 3.00% 4 33.30%

合計 663 100.00% 483 100.00% 168 100.00% 12 100.00%

「あなたは、仕事に対してやりがいを感じていますか。」と「あなたは、学校事
務職員に必要な上位３つの職務能力は、何だと思いますか。（全体）」の関
係(平成２７年２月)

選択項目
総計 いる いない 無回答

「あなたは、仕事に対してやりがいを感じていますか。」と「あなたは、学校事
務職員に必要な職務能力は、何だと思いますか。」の関係(平成２１年１１月)

選択項目
総計 いる いない 無回答
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→学校運営の主体的な関わりの中で「ど
のように、誰に対して」の方法や手段
などを説明する責任能力、自己評価の
あり方の研修・研究が不足している

→実務課題における、新規の研究内容
かつ強化するもの
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【 研究課題［重点課題］】

実務課題 職務確立課題 啓発課題

○ｶﾘｷｭﾗﾑ経営・学校経営
事務への参画
◎説明責任の理解
◎学校評価・人事評価へ
の関わり
○教育条件整備
○事務改善課題研究
◎「学校事務の共同・連
携実施」の実践研究

○学校事務標準の領域
と機能の研究
○職指定及び委任と権
限
○事務経営、企画運営、
学校経営への関わり
○職場内、教育関係機
関・団体との連携
○政策評価

○自己研修
○問題解決技
法
◎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

職務確立課題
学校事務の運営及び確立に関す
る課題改善を図ることが目的

◎：新規 ○：継続

56



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

【 研究課題［重点課題］】

実務課題 職務確立課題 啓発課題

○ｶﾘｷｭﾗﾑ経営・学校経営
事務への参画
◎説明責任の理解
◎学校評価・人事評価へ
の関わり
○教育条件整備
○事務改善課題研究
◎「学校事務の共同・連
携実施」の実践研究

○学校事務標準の領域
と機能の研究
○職指定及び委任と権
限
○事務経営、企画運営、
学校経営への関わり
○職場内、教育関係機
関・団体との連携
○政策評価

○自己研修
○問題解決技
法
◎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

啓発課題
職務上有意義と認められる知
識・技能の習得を図ることが
目的

57

◎：新規 ○：継続
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【 研究課題［重点課題］】

実務課題 職務確立課題 啓発課題

○ｶﾘｷｭﾗﾑ経営・学校経営
事務への参画
◎説明責任の理解
◎学校評価・人事評価へ
の関わり
○教育条件整備
○事務改善課題研究
◎「学校事務の共同・連
携実施」の実践研究

○学校事務標準の領域
と機能の研究
○職指定及び委任と権
限
○事務経営、企画運営、
学校経営への関わり
○職場内、教育関係機
関・団体との連携
○政策評価

○自己研修
○問題解決技
法
◎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

58

会員一人ひとりの主体
的な「求める研究」と
いう視点に立つ意識を

持つことが必要

◎：新規 ○：継続



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

研修プログラム
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職務規程が「つかさどる」となり、
仕事の質が高度化すると考えられる

→体系的な研修制度の整備が必須

→体系的に実施すべき研修と
設置要望していく研修を作成

60
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⑤　研修プログラム　　～キャリアアップのために～

　２　●（福島県事務研が設置を要望する研修）

自主
研修

初任者研修（４･５･１１月の年３回） ● ● ●

期限付職員研修（年２回） ● ● ●

経験年数別研修（採用３年目） ● ● ●

県教委 経験年数別研修（採用１０年目） ● ● ●

経験年数別研修（採用２０年目） ● ● ●

新任主任主査研修 ● ● ●

共同・連携実施グループ長研修 ● ● ●

専門研修 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

発展研修 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

新規採用職員研修(前期・後期） ○ ○ ○

基礎力ｱｯﾌﾟ研修（採用後５年目） ○ ○ ○

応用力ｱｯﾌﾟ研修（採用後９年目） ○ ○ ○

実行力ｱｯﾌﾟ研修（採用後１３年目） ○ ○ ○

新任係長研修（新任主任主査） ○ ○ ○

教職員支援機構 教職員等中央研修 △ △ △ △ △ △ △ △

主催者名

研修区分

基本
研修

専門
研修

発展
研修

自己
研修

経
験
Ⅴ

　３　▲（地区等により研修実態・内容が違う研修）

　４　△（受講決定者のみの研修）

（会場）
　ふくしま自治
　　　研修センター

県教委

　Ⅰ　福島県公立小中学校事務職員年間研修等一覧（主催者別）

経
験
Ⅳ

リ

ー

ダ

ー

研

修

選択
研修

階層別
研修

受　講　対　象　者

研　修　内　容
初
任
者

経
験
Ⅰ

経
験
Ⅱ

経
験
Ⅲ

経
験
Ⅵ

　１　○（主催者が現在実施している研修）

☆　一覧表の表示について

○：現在実施している研修

新規採用職員研修・新任係長
研修は、ふくしま自治研修セ
ンターで開催されているが、
主催者は福島県教育委員会。
今後は、以前のように福島県
教育センターで研修が行われ
るよう、働きかけていきます!



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

62

⑤　研修プログラム　　～キャリアアップのために～

　２　●（福島県事務研が設置を要望する研修）

自主
研修

初任者研修 ● ● ●

期限付職員研修 ● ● ●

実務研修 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

給与事務担当者研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

初任者研修 ● ● ●

期限付職員研修 ● ● ●

実務研修 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

事務担当者研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

学校事務研修会（５月） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事務研究大会（隔年） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

夏期研修会（隔年） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

初任者研修 ▲ ▲ ▲

実務研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

共同・連携実施グループ長研修 ▲ ▲ ▲ ▲

共同・連携実施グループ研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

初任者研修（１０日） ● ● ●

自主研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

現職教職員研修講座（福島大学総合教育研究ｾﾝﾀｰ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国事務研究大会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東北事務研究大会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主催者名

研修区分

基本
研修

専門
研修

発展
研修

自己
研修

経
験
Ⅴ

　３　▲（地区等により研修実態・内容が違う研修）

　４　△（受講決定者のみの研修）

その他

教育事務所

地教委

県事務研

支部・市町村
事務研
共同・連携実
施グループ

校内（会員）

　Ⅰ　福島県公立小中学校事務職員年間研修等一覧（主催者別）

経
験
Ⅳ

リ

ー

ダ

ー

研

修

選択
研修

階層別
研修

受　講　対　象　者

研　修　内　容
初
任
者

経
験
Ⅰ

経
験
Ⅱ

経
験
Ⅲ

経
験
Ⅵ

　１　○（主催者が現在実施している研修）

☆　一覧表の表示について

各教育事務所や市町村教育
委員会についても、同様に
働きかけていきます！

https://1.bp.blogspot.com/-MHEoZ-jXs1Q/VPLqpp_J9QI/AAAAAAAAr64/RBzxAZBJ8TQ/s800/eieiou_woman.png
https://1.bp.blogspot.com/-MHEoZ-jXs1Q/VPLqpp_J9QI/AAAAAAAAr64/RBzxAZBJ8TQ/s800/eieiou_woman.png
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初任者研修（４月）
学校事務職員としての意識の確立と基本的な知識等
の習得を図る

①福島県教育方針　②学校事務職員の職務　③教職
員の服務と勤務　④仕事の進め方　⑤接遇　　他

階 基 初任者研修（５月）　　 実務研修
①給与　②福利厚生　③旅費　④文書実務
⑤表計算ソフトの活用　　他

初任者研修（１１月）
①ｺﾐｭﾆｹｰｼｭﾝ能力演習　②ｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ演習
③ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実務演習　④服務事例研修　　他

層 本 期限付職員研修①
学校事務職員としての意識の確立と職務遂行上に必
要な基礎的知識や技能の習得を図る

①福島県教育方針　②学校事務職員の職務　③教職員
の服務と勤務　④仕事の進め方　⑤接遇　⑥実務研修
他

期限付職員研修②　　実務研修
学校事務職員としての職務について認識し、円滑な
学校運営の遂行に向け、基本的な事務処理能力の
習得を図る

①給与　②福利厚生　③旅費　④文書実務
⑤表計算ソフトの活用　　他

別 経験年数別研修（採用３年目）
円滑な学校経営の推進に向け、主体的に課題解決で
きる能力の育成を図る

①ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙの確認　②問題解決力技法　③２分間
スピーチ　④自律的能力開発ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ作成　　他

研 経験年数別研修（採用１０年目）
政策形成に必要な基礎的知識及び技法等を習得し、
主体的に自己能力を開発していく力の育成を図る

①学校組織ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修　②ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力養成
③保護者・地域対応実践研修　④政策形成研修　他

研 経験年数別研修（採用２０年目）
学校経営に積極的に参画する企画立案能力を高める
とともに、業務改善及び問題解決に積極的に取り組む
ための能力向上を図る

①学校組織ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修　②学校評価研修
③問題解決・発想力養成研修　　他

修 新任主任主査研修
主任主査として求められるﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力の向上に向
けて必要な知識等の習得を図る

①学校組織ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修（実践）　②学校評価研修
（実践・応用）　③共同・連携運営研修　　他

修
共同・連携実施グループ長研修

共同・連携グループ長としての役割を認識するととも
に、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを執って取り組むための能力向上を図
る

①ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ研修　②ﾁｰﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修
③OJT指導者養成研修　④政策評価研修　　他

リ
ー

ダ
ー

研
修

学校事務職員としての職務について認識し、円滑な
学校運営の遂行に向け、基本的な事務処理能力の
習得を図る

Ⅱ　研修の内容　　

研　修　内　容　（例示）研　修　目　的研修区分

　○　福島県教育委員会　　

研　修　名

学校組織マネジメント講座（学校運営・校務処理）
学校組織におけるﾘｰﾀﾞｰとして果たすべき役割を認識
し、様々な知識・技法を学び理解することで、実践的
指導力と資質向上を図る

　学校組織マネジメント研修
（学校経営・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・学級編制のしくみ・教育課程
編成　他）

専 政策法務講座（学校運営・校務処理）
政策実現や課題解決に向けて、効果的な法の運用方法な
ど、法務に関する基本的な知識や考え方を学ぶことで、政

策形成能力の向上を図る

①講義　②条例立案の考え方　③条例事例研究　他

門 学校事務実務講座（人事・給与）
学校事務に関する基本的な知識・技能の習得と事務
処理能力の育成を図る

①任免履歴　②服務　③給与　④旅費　⑤福利厚生
⑥公務災害　　他

研 学校事務実務講座（財務・経理）
学校事務に関する基本的な知識・技能の習得と事務
処理能力の育成、教育条件整備に基づくマネジメント
能力の育成を図る

①市町村費　②徴収金　③物品管理　④施設管理
⑤教育と環境　　他

選 修 学校事務実務講座（総務・学務）
法規法令に基づく学校事務について理解し、適正に
処理する能力の育成を図る

①教育関連法規　②就学援助　③学籍証明　④教科
書　⑤災害給付　　他

情報管理・情報処理実務講座(学校運営・校務処理）
学校における情報管理のあり方と情報セキュリティに
関する知識・技術を理解するとともに、事務職員として
必要な情報処理能力の向上を図る

①情報管理・セキュリティ　②表計算　③ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｿﾌﾄ
④学校Webｻｲﾄ構築　⑤校内ﾈｯﾄﾜｰｸ管理　　他

択 ファシリテーションスキル講座
多様化する問題解決のための、調整力や折衝力、対
立を合意に結びつける具体的な技法を学ぶことによ
り、合意形成能力の向上を図る

①講義　②演習　　　他

ＯＪＴ推進講座
職場研修を効果的かつ有効的に実施するために、人
材育成の基本的な考え方や企画・立案の仕方などの
習得を図る

①講義　②演習　　　他

研 発 問題解決能力開発講座
職場の課題解決のための実践的解決ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ作成
など、問題解決能力の育成を図る

①講義　②演習　　　他

展 学校危機管理講座
学校の安全体制の確立に向け、事務職員として必要
な危機管理能力や政策形成能力の習得を図る

①講義　②演習　　　他

修 研 プレゼンテーション講座
情報や意見を論理的に伝える力、構成力や発想力を習得

できる実践演習を通し、保護者や地域へ的確でわかりや
すい説明ができる能力の習得を図る

①講義　②演習　　　他

修 クレーム対応講座
クレームを正しく理解するとともに、クレーム対応の基
本的な考え方や具体的なスキルの習得を図る

①講義　②演習　　　他

対面コミュニケーション基礎講座
ﾌｪｲｽ・ﾄｩ・ﾌｪｲｽにより、会話だけではなく、活発な意
見交換など、人と上手く接するための効果的な表現力
やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の習得を図る

①講義　②演習　　　他

接遇実践講座
学校事務職員としての基本的な接遇のあり方や、窓
口・電話等の応対に関するスキルの習得を図る

①講義　②演習　　　他

ソーシャルスキルワーク講座
多様な状況にある児童生徒がいる中で、基本的知識の習
得やソーシャルスキルトレーニングにより、事務職員として

できる指導や対応などの習得を図る

①講義　②演習　　　他

Ⅱ　研修の内容　　

研　修　内　容　（例示）研　修　目　的研修区分

　○　福島県教育委員会　　

研　修　名

分
か
り
や
す
い

例
示
を
掲
載
し

て
い
ま
す
！

https://4.bp.blogspot.com/-b91OrJGaw6k/VUIJalCrMUI/AAAAAAAAtTw/q6wVYBddwWk/s800/business_serifu_woman.png
https://4.bp.blogspot.com/-b91OrJGaw6k/VUIJalCrMUI/AAAAAAAAtTw/q6wVYBddwWk/s800/business_serifu_woman.png


8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会
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例 ～専門研修編①～

・学校組織におけるリーダーとして
果たすべき役割を認識し、さまざ
まな知識・技法を学び理解するこ
とで実践的指導力と資質の向上を
図ることを目的とした「学校組織
マネジメント講座」



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会
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例 ～専門研修編②～

・学校における情報管理のあり方と
情報セキュリティに関する知識・
技術を理解するとともに事務職員
として必要な情報処理能力の向上
を図ることを目的とした「情報管
理・情報処理実務講座」



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

66

例 ～発展研修編①～

・会議を進行するにあたって、参加
者全員の発言を促したり、出され
た意見を簡潔にまとめたりしなが
ら中立的な視点に立って目標達成
を目指すスキルを身につけること
を目的とした「ファシリテーショ
ンスキル講座」



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

67

例 ～発展研修編②～

・多用な状況にある児童生徒がいる
中で、基本的知識の習得やソー
シャルスキルトレーニングにより、
事務職員としてできる対応などの
習得を図ることを目的とした
「ソーシャルスキルワーク講座」



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

68

例 ～発展研修編③～

・情報や意見を論理的に伝える力、
構成力や発想力を習得できる実践
演習を通し、保護者や地域へ的確
でわかりやすい説明ができる能力
の習得を図ることを目的とした
「プレゼンテーション講座」

各研修会で講座を
設定する際に活用
してください！



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

以上で、長期研修計画・
研修プログラムついての説明は
終了です。
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8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

３分間、隣の人と第五次長期研修
計画の感想を話し合おう！

ルール
フロア係が手を挙げたら、手を
挙げて話し合いをやめましょう。
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8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

意見交換

・研修計画を作成している支部
→実践についてお聞かせください

・研修計画を作成していない支部
→第五次長期研修計画をどのように
活用したいかお聞かせください
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水
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ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
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まとめ

男性１
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水
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プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
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まとめ

女性１
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8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

まとめ
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つながりました！



8
月
22
日
（
水
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
委
員
会

ご成長ありがとうございました！
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